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コンソーシアム設立の経緯

文化遺産国際協力コンソーシアム 設立

国際シンポジウム・ワークショップ
「世界遺産バーミヤン遺跡を守る」

文化財国際協力等
推進会議

「アフガニスタン等文化財
国際協力会議」 開催

自民党による「文化財国際協力
推進議員懇談会」の発足

「海外文化遺産保護国際協力推進法」
の超党派議員懇談会立ち上げ

「海外の文化遺産の保護に係る
国際的な協力の推進に関する法」成立

ユネスコ・イラク
文化財保護国際会議

日・伊シンポジウム
「人類の文化遺産 国際協力で守る」

民主党による「文化財国際協力
推進議員連盟」の発足

文化外交の推進に関する懇談会

2000年 アフガニスタン
バーミヤン大仏破壊

イラクでの文化財被害2003年

2004年

2005年

2006年

2000年
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ネットワーク構築

調査研究 広報・普及活動

情報の収集と提供

分科会、ワーキング
グループの開催

シンポジウムの開催

報告書刊行

研究会の開催

データベース作成と公開

文化遺産保護に関する事業の紹介
（ウェブサイト、冊子）

ウェブサイト

メールニュースの配信

国際協力調査

不法輸出入に関する情報収集

海外の文化遺産保護に関する
国内の連携、協力を推進する
海外の文化遺産保護に関する
国内の連携、協力を推進する

会員制度
運営委員会
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協力相手国調査、調査事業の支援

協力相手国調査 協力事業への展開

フィリピン、スリランカ、ミャンマー
、
バハレーン、ミクロネシア連邦
など10カ国

情
報
共
有

・国内関連機関での研修事業
・現地への専門家派遣による技術協力
・専門家交流事業

国際協力実態調査 我が国の支援体制向上のための手がかり

アメリカ、イタリア、フランス、オ
ランダ等7カ国

・支援実施国における対外支援体制の基礎的把握
・我が国の支援体制見直しのための比較材料
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＜過去の研究会テーマ＞

・文化遺産保護の国際動向
・危機の中の文化遺産
・文化遺産管理における住民参加

研究会の開催
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＜過去のシンポジウム・フォーラムテーマ＞
・東南アジア諸国と共に歩む
ー多様な文化遺産の継承と活用ー
・世界遺産としてのシルクロード
ー日本による文化遺産国際協力の軌跡ー
・世界遺産の未来
―文化遺産の保護と日本の国際協力

・さまよえる文化遺産
ー文化財不法輸出入等禁止条約１０年ー

シンポジウム・フォーラムの開催
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コンソーシアム各種報告書
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Ⅲ. 文化遺産国際協力に関することがら

・ 国際協力支援側諸国の活動実態調査

平成27年度 事業報告（案）

Ⅱ. 情報共有と情報発信

・ シンポジウムの開催

・ 研究会の開催

・ 会員向けメールサービスの拡充

・ 会員専用のコミュニティ・サイトの運営

・ ウェブサイトでのコンソーシアム広報活動

・ 印刷物でのコンソーシアム紹介及び広報活動

・ 若手専門家等に対する情報発信

・ 運営委員会の開催 （10月と3月）

・ 総会の開催 （3月）

・ 分科会の開催

・ 作業部会(ワーキング・グループ)の開催

Ⅰ. コンソーシアムの企画・運営
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アセアン+３文化遺産フォーラム2015（平成27年12月13日）
「東南アジア諸国と共に歩む－多様な文化遺産の継承と活用」
於：東京国立博物館 平成館大講堂

情報共有と情報発信
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研究会 （2回開催）

・第17回研究会
国際セミナー「危機の中の文化遺産」
（平成27年11月5日）

・第18回研究会
「文化遺産保護の国際動向」

（平成28年3月3日）

情報共有と情報発信

10



会員向けメールサービスの拡充

情報共有と情報発信

（計25回配信予定）
＊臨時便を除く

会員からのお知らせ
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・2495件のプロジェクト

情報が登録されている。

会員専用コミュニティ・サイトの運営

情報データベースの運営

情報共有と情報発信
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コンソーシアム紹介パンフレットと日本の文化遺産国際協力紹介リーフレットの制作

印刷物でのコンソーシアム紹介及び広報活動

情報共有と情報発信
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国際協力支援側諸国の活動実態調査

・文化遺産保護分野における支援対象国のニーズを探る協力相手国調査、

支援側諸国の対外的な活動実態を調べる国際協力実態調査の2つの調査

タイプのうち、本年度は後者の調査を実施。

・対象国は欧州各国と中国・韓国。中国・韓国については、まず昨年12月に両国の事業従

事者にヒアリングを行い、概要を調査した。

・韓国については、先月２月下旬に、東アジア・中央アジア分科会長をはじめとする調査

チームが韓国に赴き、各行政・研究機関を訪問し聞き取り調査を行った。現在報告書を作

成中。

・欧州各国の協力実態調査については、これまでコンソーシアムで実施してきた調査の成

果をまとめ、これをアップデートする形で各国ごとの実態をまとめている。

文化遺産国際協力に関することがら

◆国際協力調査
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平成28年度 事業計画（案）

１. 文化遺産国際協力コンソーシアムの会議の開催

・総会

・運営委員会

・分科会その他の会議の開催 等

２. 文化遺産国際協力に関する情報収集及び関係機関等への提供

並びに国内外への発信

（１）情報の収集及び提供

・データベースシステムの改善、情報更新

・国際協力の推進に資する調査

（２）情報発信

・リーフレット作成

・ウェブサイト改善、活用

・コンソーシアム設立10周年記念シンポジウムの開催
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